
  

【
作
者
】
楊
巨
源
（
七
七
〇
～
？
年
）
・
中
国
，
中
唐
の
詩
人
。
蒲
中 (

山
西
省
蒲
県) 

の
人
。
字
，
景
山
。
七
八
九 

年
進
士
に
及
第
。
国
子
司
業
に
ま
で
進
ん
で
八
四
〇
年

頃 

官
を
辞
し
た
。
白
居
易
，
元
じ
ん
と
交
遊
が
あ
り
，
そ
の
詩
は
声
律
に
意
を
用
い
た
作
品
が
多
い
。
作
品
の
代
表
作
は
「折
楊
柳
」で
あ
ろ
う
。 

【
語
釈
】＊
城
東…

市
街
地
の
東
側
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
長
安
城
東
で
あ
ろ
う
。 

＊
嫩
（
や
わ
ら
か
）…

若
く
柔
ら
か
。  

*

鵞
黄…

鵞
鳥
の
雛
の
黄
色
を
も
っ
て
柳
の
新

芽
の
い
ろ
に
比
し
て
い
る
。  

＊
未
匀…

整
わ
な
い
こ
と
。  

＊
上
林…

広
く
天
子
の
御
苑
。  

 

【通
釈
】詩
人
が
愛
す
る
清
ら
か
な
春
の
風
景
は
何
と
い
っ
て
も
早
春
の
頃
。
柳
の
新
芽
が
ま
だ
鵞
鳥
の
雛
の
よ
う
な
黄
色
を
帯
て
色
も
ま
だ
整
わ
な
い
。
も
し
も
上
林
苑
の

花
が
錦
よ
う
に
咲
き
誇
る
ま
で
待
て
ば
、
門
を
出
る
人
々
が
あ
ふ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
花
見
客
な
の
だ
か
ら
、
自
然
を
楽
し
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
。 


